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論文内容の要旨
本論文は，微分方程式R の局所解のジェット空間 R∞上で定義されるド・ラーム複体Q; と，解を保
つベクトル場の空間L(R) とを考察し，それらを通して ， Rの解空間を調べる方法について論じた。
ヴィノグラードフは， 1978年，束縛条件下のオイラー・ラグランジュ方程式の取扱いを明瞭にする
目的で， Q; に自然なフィルターを導入し ， Rのホモロジー的不変量として，スペクトル列E(R) を導
入した。一方，ガブリエロフ，ゲルファント及びロシーフは， 1976年，葉層構造の特性類を研究する
過程で，或る種の二重複体を導入した。本論文は，この二重複体に相当するものが，一般の微分方程
式について考えられることに注目し，これを用いて ， E(R) を再構成した。この構成法は ， E(R) に新
たな意味付けを与え，たとえば，葉層構造の特性類が，発展方程式の保存量と同一の観点から捉えら
れ，ポットの消滅定理(即ち，形式解が真の解に変形できるための位相的必要条件の存在)が，一般
の微分方程式に対しでも定式化され，又，或る種のゲルファント・フックス型のコモホロジーが，可
積分な G構造のモジュライ空間と関係付けられた。
実際の問題に，上の意味付けを適用するには，対応する E(R) に関する情報が必要である。本論文
は， R が決定系の場合に ， E 1 -項の一部が， R∞上の線型で，初等的に解き得る微分方程式の解空間と
して表わされることを ホモロジ一代数の手法を用いて示した。これは，発展方程式の保存則で，局
所密度を持つものをすべて求める具体的な方法を与える。
他方， L(R) の元は， リー・パックランド変換或いは一般化された (Rの)対称性などと呼ばれ，多
くの研究がなされている。本論文では，一般の微分方程式R に対し，上と同様な L(R) の表示を与え，
その応用として ， R の接触変換を求める方法を与えた。又， R が変分問題のオイラー・ラグランジュ
円、υ
方程式として与えられるとき ， L(R) と E(R) との関係を調べ，古典的なネーターの定理を精密化した。
論文の審査結果の要旨
辻下君の研究は，多様体上のある種の微分方程式系に対し， 2 重複体を構成し，そのスペクトル系
列に対し，幾何学的意味づけを与え，特殊な場合に計算し，具体的結果を得て，いくつかの古典的結
果との関連を示した。
この方面では，近来 Vinogradov による一般的微分方程式の研究， Gelfand-Fuks による二重複体の
構成，又葉層構造の特性類の研究等が盛んに行われて来ている。
辻下君は多様体上のファイパー・バンドルへの切断に対し考えられる微分方程式系を考え，このバ
ンドルへの切断の無限次ジェットのなす空間内で，形式解のなす空間が(無限次元)多様体をなす場
合を考えた。
このとき，形式解の作る多様体には自然な接続で平坦なものが存在することを示した。これを用い，
そのドラーム複体より二重複体を構成した。これよりスペクトル系列が得られる。微分方程式系より
スペクトル系列を得る過程が自然なので このスペクトル系列は微分方程式系に対する一種の不変量
を決定する。 E，-項は解の特性類を与え 葉層構造の特性類の一般化である。 E2 -項は解のホモトピ
ーの特性類を与え ， Eoo-項は形式解が真の解に変形出来るための必要条件を与える。
更に，一般のコーシー・コワレフスキー系の場合に，上のスベクトル系列を計算し，具体的結果を
示した。とくに ， E" ， n-' は Lie- Bäcklund変換と対応することを示し，古典的 Noether の定理を精密
化した。
以上の如く，辻下君の研究は微分方程式系の幾何学的研究の面に秀れた貢献をなし，又その発展・
応用が強く期待されるものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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